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勉強に、スポーツに

がんばります！

4月18日（日）村民体育館で中里村スポーツ少年団

認定式が行われ、団員を代表して貝野イーグルス

の鷹巣哲くんが宣誓を行いました。
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　　　　　　　　　融鈎　　　D恥　岱碑

～老後の安心をみんなで支える～
説塾

　
介
護
保
険
は
、
老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
で
あ
る
介
護
に
つ

い
て
、
社
会
全
体
で
支
え
、
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

A
㌔
礫
旛
靴
離
猫

な
ど
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

介
護
を
す
る
人
の
多
く
も
ま
た
高
齢

者
で
あ
り
、
家
族
の
負
担
は
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

老
人
福
祉
と
老
人
保
険
の
2
つ
の
異

な
る
制
度
の
下
で
提
供
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
利
用
手
続
き
や
利
用
者
負

担
の
面
で
不
均
衡
が
あ
り
、
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
お
い
て
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
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こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
こ
の

制
度
を
再
編
成
し
、
加
入
者
（
被
保

険
者
）
が
保
険
料
を
出
し
あ
い
、
社

会
全
体
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を

支
え
て
い
く
仕
組
み
に
変
え
る
た
め

に
、
介
護
保
険
制
度
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

A
ω
灘
撒
難
驚
認

保
険
者
は
、
6
5
歳
以
上
の
第
1
号
被

保
険
者
と
、
4
0
歳
以
上
64
歳
ま
で
の

第
2
号
被
保
険
者
と
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

A
◎
癒
灘
険
者
）

　
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
た
額
に

な
り
、
低
所
得
者
の
方
に
過
重
な
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

の
額
は
、
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

2

介護保険制度のしくみ

脳
一
）

盃

保
に
引

療
緒
天

　
　
ら

の
と
か

職
険
給

ぬ
ヨ

鰻縷

個人納付
年金から
天引き

丁号保険料　　　　2号保険料＞幾

　　　　　　　　　　　33％
17％　　　保険料50％

　　　　公費50％村12．5％
国25％　　　　　，＿　　　　　羅

◎
4
0
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
方

　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
保
険
料
は
医
療
保
険
の
算
定
方
法

に
よ
り
医
療
保
険
ご
と
に
設
定
さ
れ

ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
健
康
保

険
加
入
者
の
保
険
料
は
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
主
が
保
険
料
の
半
額
を
負

担
し
ま
す
。

　
自
営
業
な
ど
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
そ
の
所
得
や
資
産

な
ど
に
よ
っ
て
市
町
村
ご
と
に
保
険

料
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
と
同
額
の
公
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

費用の
9割

在
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者



A
◎
鍵
以
上
の
方

　
　
　
　
　
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
年
額
1
8
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

は
年
金
か
ら
天
引
き
ざ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
個
別
に
市
町
村
へ
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
4
0
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
方

　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
医
療
保
険
と
一
緒
に
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

A
認
熟
糠
饗
と

　
第
1
号
被
保
険
者
の
方
が
、
寝
た

き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
常
に
介
護
が

必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
）
に
な

っ
た
り
、
家
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
援
が
必
要
（
要
支
援
状
態
）

に
な
っ
た
時
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
第
2
号
被
保
険
者
の
方
は
、
老
化

要介護認定とサービスの利用方法

　　介護サービス計画
本人や家族の希望を尊重して介護

支援専門員がサービスの利用計画

をつくります◎（自己作成も可）

在宅サービス

施設サービス

鐡灘欝

．
唖
鼎
継

醗「訪闇査

圃

獲

　　　　　　　◎　　　　　ど　　　　な　　　　籍　　　雷　　苫　合奪●

認定村調査結果
カ￥カ￥りつけ

医の意見書

繊

　　　　　　　　介護認定審査会

　訪問調査の結果とかかりつけ医の意見書をもとに、要介

護状態・要支援状態かどうかと、その程度を判定します。

に
と
も
な
う
病
気
に
よ
っ
て
介
護
や

支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
限
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

A
と
薪
監
繍
鋪
雛

に
、
①
市
町
村
に
要
介
護
認
定
の
申

請
を
し
ま
す
。
②
申
請
を
す
る
と
、

市
町
村
の
職
員
な
ど
が
申
請
者
の
自

宅
を
訪
問
し
て
、
心
身
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
。

③
こ
の
訪
問
調
査
の
結
果
と
か
か
り

つ
け
医
の
意
見
書
を
も
と
に
介
護
認

定
審
査
会
で
審
査
、
判
定
が
行
わ
れ

ま
す
。
④
認
定
を
受
け
た
方
は
⑤
本

人
や
家
族
の
希
望
に
よ
り
介
護
支
援

専
門
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作

成
し
⑥
こ
の
計
画
に
そ
っ
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

要介護認定ぽ1鯛がら
申請の受ぽ付けをもます

　介護保険は粟成雑年4駕からス

タートしますが．介護サ編ビスを

受けるための要介護認定の串請受

付奄、㈹周から行う予定です。詳

しいことは時期になりまじたら、

広報でお知ら慧します。
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墨
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I
l
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◆介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

欄曝1難施設・摩
◆介護療養型医療施設（療養型病床群等）

　　上村病院など

◆家庭を訪問するサービス

　・訪問介護（ホームヘルプ）　・訪問看護

　・訪問入浴介護　・訪問リ八ビリテーション
　・居宅療養管理指導（医師、歯科医師などによる訪問診

：灘幕三勢極
　・短期入所生活介護（ショート、ステイ）

　・短期入所療養介護（医療型ショートステイ）

◆福祉用具の貸与・購入や住宅の改修

　・福祉用具の貸与・購入費の支給

　・住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など1

◆特定施設入所者生活介護（有料老人ホーム等における

◆痴ほう対応型共同生活介護（グループホーム）

「
I
l
匪
ー
ー
匿
1
］

1ス

1レプ）　・訪問看護

1問リ八ビリテーション
医師、歯科医師などによる訪問診療など）

雪う）（デイケア舶縦

、段差の解消など）

斗老人ホーム等における介護）

グループホーム）

A
数
穫
籍
器

わ
せ
て
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
2
4
時
問
専
門
的
な

介
護
が
必
要
な
人
の
た
め
の
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
受
け
る
「
施
設
サ
ー

ビ
ス
」
が
あ
り
、
右
の
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
と
き
は
、
利

醒
ー
ー
曜
匿
－
縷
匿
』

用
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
割

を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
こ
の
一
割
負

担
の
ほ
か
に
食
費
が
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
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灘
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灘
　
灘
灘
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灘
灘
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鱗
携
麓
撚
灘
鐵
麟
簿
鐵
雛
灘

　
難
欝
．
纏
翻
鐵
灘
饗
嚢
叢

纏
騰
翻
麓
騰
籔
騨
灘
雛
鯛
饗

懲
開
灘
難
欝
懸
難
懇
灘
㎜
．
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働
葡

篠

葎

　
平
成
1
1
年
度
村
政
功
労
者
表
彰
が

4
月
1
5
日
㈲
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
2
名
の
方
に
山
本
村
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
産
業

功
労
と
し
て
大
島
清
治
さ
ん
、
そ
し

て
自
治
功
労
と
し
て
江
ロ
ツ
ヤ
さ
ん
，

で
す
。

　
村
政
功
労
者
表
彰
は
「
村
政
の
進

展
、
文
化
の
向
上
そ
の
他
村
民
の
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
多
大
な
功
労
の

あ
っ
た
者
及
び
村
民
の
模
範
と
な
る

べ
き
善
行
を
し
た
者
」
を
ほ
う
賞
審

査
会
に
か
け
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
者
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

馳

難

▲表彰を受ける大島さん

《産業功労》

☆大島清治さん（倉俣〉
　平成9年2月に中里村そ菜組合長を退任する

まで、倉俣農協そ菜組合役員11年、中里村そ菜

組合役員18年務め、組織拡大と村全体のそ菜農

業の振興に尽力し、米以外で生活できる農業経

営基盤を促進してきましたρ

　また、平成2年から平成8年まで、農業委員

を2期6年（内会長代理1期3年）務めました。

《自治功労》

☆江ロツヤさん（上山）
　昭和32年1月から平成6年3月まで37年3か
月間、中里村役場職員として務め、保健及び社

会福祉関係の責務を遂行すると共に後輩の指導

者として住民とのつながりを深めました．

　また、平成6年4月から平成11年3月まで5
年間、中里村社会福祉協議会に在職し、きめ細

かな福祉を専門的に推進し、新しい福祉制度等

の趣旨普及に活躍されました。

定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岡
村
憲
次
本
部
長
か
ら
剣
道
・
野

球
・
ス
キ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
・
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
各
単
位
団
団
長

に
入
団
認
定
証
が
、
ま
た
、
指
導
者

代
表
に
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
を
行
っ
た
後
、

2
5
6
名
の
団
員
を
代
表
し
て
貝
野

イ
ー
グ
ル
ス
の
鷹
巣
哲
く
ん
が
「
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
と
お
し
て
体
を
鍛
え
、

心
を
み
が
き
、
ま
た
地
域
社
会
に
奉

仕
し
、
中
里
村
民
の
期
待
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
、
勉
強
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
が
ん
ば
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
な

　
4
月
1
8
日
㈲
、
村
民
体
育
館
に
お
　
饗
霧

“
て
、
中
里
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
　
壌
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
3
月
の
異
動
で
豊
栄
警
察
署
か
ら

赴
任
し
て
き
た
小
林
勝
弘
と
申
し
ま

す
。
長
岡
生
れ
、
新
潟
育
ち
の
34
歳
、

倉
俣
に
は
妻
と
2
人
の
子
供
と
ま
い

り
ま
し
た
。

　
魚
沼
地
方
は
以
前
、
六
日
町
方
面

に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
2
度
目

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

　
近
々
倉
俣
地
区
の
皆
様
の
お
宅
に

も
ご
挨
拶
を
兼
ね
戸
別
に
防
犯
指
導

等
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

綴
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4
月
2
4
日
ω
、
装
い
も
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
「
ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
午
前
9
時
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
た
後
、
新
名
称
募
集
で
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
市
之
越
の
富
井
真
理
子

さ
ん
に
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
新
し
い
館
内
は
、
2
階
に
地
元
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
食
事
が
楽

し
め
る
食
事
処
、
1
2
・
5
畳
の
オ
ー

プ
ン
タ
イ
プ
の
和
室
、
妻
有
郷
ゆ
か

り
の
特
産
品
や
土
産
も
の
を
そ
ろ
え

た
売
店
、
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
等
、

ま
た

蕪

繋
　
　
肺

翻鷺

＝．滞庸、　　・．　一　　　　趨3．　　　　　楓建鯉鱒

1
階
に
は
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

お
す
す
め
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
発
信
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

鑑

．
、
饗
㌔
．

黙難

翻
霧騰

．

　
　
　
『

》
食
事
処

　
⑳
壷

≒
看
、

《
和
　
室

〈
売
　
店

》
情
報
発
信
ホ
ー
ル

　
雪
消
え
と
と
も
に
、
屋
外
で
の
遊

び
や
自
転
車
乗
り
が
盛
ん
に
な
る
こ

と
か
ら
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方

や
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
倉
俣
小
学
校
と
貝
野
小
学

校
で
自
転
車
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
駐
在
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
あ
と

子
供
た
ち
は
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

回
り
、
発
信
・
停
止
の
や
り
方
、
右

折
・
左
折
の
や
り
方
、
交
差
点
の
通

過
方
法
な
ど
を
熱
心
に
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。

平成11年5月10日広報なかさと5



▲お神楽▲おけさ訪ねて▲八木節

第
8
回

ゆ
く
し
祭
璽
、
　

　
5
月
2
日
㈲
、
「
第
8
回
つ
く
し

祭
」
が
行
わ
れ
、
会
場
の
ユ
ー
モ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
は
約
4
5
0
人
の
観
客

で
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
郷
土
芸
能
の
競
演
」
と

題
し
、
同
名
町
村
交
流
を
行
っ
て
い

る
群
馬
県
中
里
村
の
か
ぐ
ら
保
存

会
、
八
木
節
愛
好
会
の
皆
さ
ん
を
迎

え
特
別
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
芸
能
協
会
に
よ
り
県
内
数
あ

る
お
け
さ
の
中
か
ら
、
新
潟
、
三
条
、

柏
崎
、
出
雲
崎
、
魚
沼
は
ね
お
け
さ

が
演
じ
ら
れ
た
後
、
か
ぐ
ら
保
存
会

に
よ
る
、
す
さ
の
お
の
尊
が
八
岐
大

蛇
を
退
治
す
る
と
い
う
お
神
楽
と
八

木
節
愛
好
会
に
よ
る
本
場
の
八
木
節

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
観
客
は
、
次

か
ら
次
へ
と
演
じ
ら
れ
る
踊
り
や
歌

に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。嶋O●●＝一

一一
。30

●6闘■・
一

総

魏

▲司会の二人▲満員の会場

霧
灘

6



　
5
月
3
日
㈲
、
「
平
成
1
1
年
度
成
人

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

対
象
者
は
8
5
名
（
男
4
9
名
・
女
3
6
名
）

で
、
当
日
は
74
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
の
ユ
ー
モ
ー
ル
は
晴
れ
着
を
着

た
新
成
人
た
ち
が
久
し
振
り
の
再
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
村
長
は
「
選
挙
権
を
得
ら

れ
た
皆
さ
ん
の
1
票
1
票
が
政
治
を

左
右
す
る
事
に
な
る
。
大
事
な
選
挙

権
を
自
分
か
ら
放
棄
す
る
事
の
無
い

よ
う
に
自
分
の
1
票
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
中
里
村

を
よ
り
住
み
よ
い
、
明
る
い
村
に
し

て
行
く
た
め
に
は
若
い
人
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新

成
人
を
代
表
し
て
田
中
の
小
林
知
道

さ
ん
が
「
無
事
に
今
日
と
い
う
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
を
ま
ず
一
番
に
伝
え
る
の

は
父
で
あ
り
母
で
あ
り
家
族
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
皆
様
と
社
会
が
寄
せ
る

期
待
を
私
達
の
希
望
、
目
標
に
し
て
、

限
り
な
い
選
択
肢
の
中
、
真
実
を
見

失
わ
な
い
心
で
、
自
分
自
身
に
厳
し

く
、
自
信
を
持
っ
て
明
る
く
毎
日
少

し
づ
つ
確
実
な
前
進
を
心
が
け
て
行

き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

レ
謝
辞
を
述
べ
る

　
　
　
小
林
知
道
さ
ん

〈
和
田
先
生
と

鋤
灘繋縢

騨

》
内
山
先
生
と
・

▼ミオンで記念植樹

霞
灘
灘

、
灘

平成11年5月10日広報なかさと7



　
4
月
2
9
日
㈲
、
満
開
に
咲
い
た
黄

桜
の
丘
に
お
い
て
「
第
1
3
回
黄
桜
の

丘
桜
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
原
収
入
役
、
樋
口
観
光
協
会
長
か

ら
入
賞
者
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
、

入
賞
者
を
代
表
し
て
村
長
賞
を
受
賞

さ
れ
た
岡
田
正
喜
さ
ん
は
「
短
歌
に

関
し
て
ず
ぶ
の
素
人
の
私
が
こ
ん
な

賞
を
頂
く
な
ん
て
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
紙
と
鉛
筆
だ
け

で
自
分
の
趣
味
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
選
者
の
柳
照
雄
先
生
・
小

海
ヨ
ネ
子
先
生
が
「
今
年
は
題
材
の

磁
．
檎
、
　
　
、
梅
学
欝
亀
．
眠
．
、
過
｛
．
．
戸
欝

　
　
　
　
　
覧
　
露
嚢
鱒
糠
～
驚

　
　
4
霧
擁
煕
・
　
・
　
－
　
4

幅
広
が
っ
た
歌
が
集
ま
っ
た
。
毎
年

同
じ
題
材
で
よ
く
歌
の
た
ね
が
尽
き

な
い
と
関
心
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

さ
ら
に
角
度
の
違
う
見
方
を
し
た
歌

が
何
首
か
で
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

こ
れ
か
ら
の
こ
の
会
の
作
品
の
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
大
変
力

強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
講
評

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
1
8
5
首
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
み
ご
と
入
賞
し
た
作
品
は
、

貝
野
吟
詠
会
の
皆
さ
ん
の
朗
詠
に
よ

り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
覆
…
熟
　
　
　
　
臨
欝
　
　
　
．
，
　
　
　
　
、
　
『
マ

　
　
　
　
　
　
關
灘
蘇
黛
灘
繋
轟
嚢
嚢
驚
△
翻
麟
騨

叢鞭羅
難
　
、
灘
灘
燕
、
難
鍵
羅
．
欝
、
繋
嚢
驚

・
懸
蹴
濡
懸
轟
繧
、
　
　
　
灘
・
　
馨
　
織
　
　
・
簿
藻
鐵
蘇
　
諜

議
墾
．
・
　
・
晦
、
潔
驚
．
ー
善
議
謎
轄
、
繍
、
総
、
甕
　
　
　
㌧
黛
藩
．
皿

講
饗
．
，
・
・
霧
難
疑
難
騰
難
灘
懸

懸欝灘簸羅

慧磯

灘灘

欝
灘
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
膿
－
腫
曜
I
I
I
I
I
I
1
5
露
雪
I
l
I
’
ー
I
I
I
I
I
l
I
』

　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　門　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　．一　　　　　　　一　　　　　　閣　　　　　　騨　　　　　．一　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　口　暉　騨一一

　
4
月
2
7
日
㈹
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
七
川
荘
」
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
正
面
玄
関
前
で
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

後
、
2
階
の
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
村
理
事
長
は
「
本
事
業
に
あ
た

り
、
ご
指
導
と
暖
か
い
教
え
を
賜
り

ま
し
た
国
・
県
、
ま
た
、
土
地
を
快

く
お
譲
り
頂
い
た
地
権
者
の
皆
さ
ま
、

さ
ら
に
、
事
故
も
な
く
仕
上
げ
て
頂

い
た
工
事
関
係
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
よ
り
先
、

職
員
一
同
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
励
み

皆
さ
ま
の
期
待
に
違
わ
ぬ
施
設
と
な

す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
七
川
荘
は
4
月
1
日
に
開

所
後
、
2
6
日
現
在
で
4
0
名
の
方
が
入

所
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
灘

ハ
鰯

8



鱈
ツ
釜
フ
ィ
ツ
シ
7
望

謬
澱
ク
オ
ー
プ
ン
4

　
4
月
2
9
日
㈲
、
七
ツ
釜
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
た
大
勢
の
釣
り
人
や

家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
山
菜
汁
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、

訪
れ
た
人
達
は
採
れ
た
て
の
山
菜
の

入
っ
た
汁
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
た

り
渓
流
釣
を
し
た
り
し
て
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

難

．
　
・
携
講
川
弼
…
段
丘
ウ
ズ
ー
召

　
4
月
2
9
日
㈲
、
み
ど
り
の
日
に
「
第
　
　
気
に
ス
タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

12

回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
」

が
行
わ
れ
、
中
里
村
村
民
体
育
館
を

出
発
点
と
す
る
4
2
・
1
9
5
㎞
の

コ
ー
ス
に
は
7
5
名
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
出
発
式
で
は
参
加
者
を
代
表
し
て

田
中
の
小
林
正
さ
ん
が
「
私
た
ち
は

電
気
と
自
然
の
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
，

楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

沿
線
住
民
に
迷
惑
を
か
け
ず
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
歩
き
と
お
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
。
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
は
、
雨
の
降
る
肌
寒
い

日
で
し
た
が
、
参
加
者
は
ゴ
ー
ル
の

小
千
谷
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
目
指
し
て
元
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あ
の
頃
か
ら
ど
れ
位
の
月
日
が
流

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
に
ま
つ
わ
る

い
く
つ
か
の
思
い
出
。

　
ま
だ
自
宅
前
の
道
路
は
砂
利
道
だ

っ
た
。
側
溝
は
ヒ
ュ
ー
ム
管
で
、
そ

こ
に
は
巾
ー
メ
ー
ト
ル
程
の
洗
い
場

が
あ
っ
た
。
そ
の
洗
い
場
に
ま
る
で

子
供
を
か
ら
か
う
よ
う
に
や
っ
て
来

る
オ
イ
カ
ワ
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ

を
濡
ら
し
な
が
ら
つ
か
ま
え
よ
う
と

し
た
も
の
だ
。

　
小
学
校
の
頃
の
夏
休
み
の
楽
し
み

の
ひ
と
つ
に
川
原
で
の
遊
泳
が
あ
っ

〃漁．ノ距》、，・
　　　ロし　　　智
レ
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　　　（離』♪
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幽
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弓
一

灘
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た
。
早
目
の
昼
食
を
済
ま
せ
お
寺
の

石
段
に
掲
げ
ら
れ
た
白
旗
を
合
図
に
、

水
泳
の
準
備
を
し
た
。
水
泳
と
言
っ

て
も
、
釜
川
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
せ

き
止
め
た
だ
け
の
プ
ー
ル
だ
っ
た
の

で
水
浴
び
と
言
っ
た
方
が
当
た
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
消
毒
さ
れ
た

水
が
入
っ
て
く
る
今
の
プ
ー
ル
と
違

い
、
大
雨
が
降
れ
ば
濁
っ
た
ま
ま
で

正
に
自
然
の
中
に
い
た
と
い
う
感
じ

で
あ
る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
冬
に
な
る
と
田

沢
方
面
へ
の
交
通
機
関
が
絶
た
れ
、

清
津
川
に
掛
け
ら
れ
た
丸
木
橋
を
渡

っ
た
。
水
の
流
れ
が
よ
く
見
え
る
足

元
は
、
私
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
恐

く
、
這
う
よ
う
に
し
て
渡
っ
た
記
憶

が
残
っ
て
い
る
。

　
川
と
戯
れ
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
学

ぶ
こ
と
、
子
供
達
に
も
っ
と
も
っ
と

体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。
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【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

た
ん
ち
ょ
う
づ
る
の
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
島
圭
三
郎

し
ず
か
な
せ
き

　
　
　
　
　
マ
ッ
ク
ス
・
ボ
リ
ガ
ー

ジ
ェ
イ
ク
と
海
の
な
か
ま
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
祥
明

か
い
ぞ
く
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
3
～
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

校
庭
に
う
か
ん
だ
墓
地

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
民
話
の
会

夜
の
理
科
室
で
わ
ら
う
ガ
イ
コ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
民
話
の
会

ハ
ヤ
ト
い
っ
し
ょ
に
走
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
鰭
恵
利
子

消
防
犬
ぶ
ん
公
　
　
　
　
　
水
口
忠

と
ら
ね
こ
ホ
テ
ル
ヘ
よ
う
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
史
子

ソ
ク
ラ
テ
ス
わ
ら
う
　
　
山
ロ
タ
オ

井
上
ひ
さ
し
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館
4
・

5
●
－

　
　
1

い
つ
の
日
か

海
の
ま
つ
り

き
ょ
う
ふ
の
う
ら
な
し
や
し
き

ナ
ナ
エ

か
い
ぞ
く
ポ
ケ
ッ
ト
ー
・
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

よ
く
わ
か
る
ー
ね
ん
の
せ
い
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
鉄
治

　
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

　
カ
ム
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
今
井
福
子

　
　
　
　
大
西
伝
一
郎

　
　
　
、

　
　
　
お
ぐ
ま
こ
う
じ

　
　
　
　
　
佐
野
久
子

、
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3
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
第
1
回
定
例
会

に
お
い
て
、
平
成
1
1
年
度
の
里
創
プ

ラ
ン
関
係
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
ソ
フ
ト
事
業
費
1
億
1

千
万
円
、
ス
テ
ー
ジ
事
業
費
7
億
5

千
9
百
万
円
の
合
計
8
億
6
千
9
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ

の
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し
と
3
月
1
7

日
の
大
地
の
芸
術
祭
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
事
業

①
大
地
の
芸
術
祭

　
　
（
事
業
費
7
千
8
百
万
円
）

◎
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
落
や
場
所
と

　
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
の
シ
ン
ボ

　
ル
と
な
る
場
所
、
日
常
の
生
活
空

　
間
、
自
然
空
問
に
ア
ー
ト
作
品
を

制
作
t
設
置

◎
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
、
学
校
、

　
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
ス
タ

　
ジ
オ
を
設
置
し
、
作
品
制
作
に
も

　
結
び
つ
く
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
プ
を
数
回
開
催

◎
広
告
関
係
の
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
の
中
で
、
ポ
ス
タ
ー
（
日

　
本
語
版
、
英
語
版
）
や
広
告
出
稿
、

唖5

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
事
業
を

　
広
く
発
信
す
る
広
報
戦
略
を
展
開

◎
全
国
の
美
術
先
進
都
市
に
お
い
て
、

　
大
地
の
芸
術
祭
を
広
め
、
応
援
団

　
を
募
る
た
め
の
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
を
5
会
場
で
開
催

◎
平
成
1
2
年
夏
の
本
番
に
向
け
、
運

　
営
体
制
の
整
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
の
募
集
、
地
域
行
事
と
結
び
つ
い

　
た
イ
ベ
ン
ト
の
構
築

②
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見

　
　
（
事
業
費
8
百
万
円
）

◎
ス
テ
キ
発
見
の
作
品
募
集
活
動

　
（
応
募
締
切
7
月
31
日
）

◎
英
伸
三
写
真
塾
”
妻
有
の
春
「
田

　
ん
ぽ
」
を
撮
る
”
の
開
催
（
5
月

　
2
2
～
2
3
日
）
、
県
高
文
連
写
真
専
門

　
部
技
術
講
習
会
の
誘
致
（
5
月
2
8

　
～
2
9
日
）
、
小
中
学
生
5
0
0
0
人

　
の
写
真
騒
動
の
展
開

◎
応
募
作
品
の
審
査
（
地
域
審
査
・

　
審
査
員
審
査
）
、
表
彰
・
発
表
イ
ベ

　
ン
ト
の
開
催
（
9
月
）
、
巡
回
展
（
1
1

　
月
）
、
賞
品
の
発
送

◎
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
ス
テ
キ
マ

　
ッ
プ
の
作
成
と
配
布
（
n
月
）

③
花
の
道

　
　
（
事
業
費
1
千
万
円
）

◎
圏
域
全
体
の
花
の
道
整
備
計
画

　
「
花
の
道
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

　
策
定

◎
花
の
専
門
家
や
地
域
と
関
わ
り
な

　
が
ら
花
の
道
モ
デ
ル
箇
所
の
整
備

◎
地
域
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
専
門
家

　
な
ど
と
共
同
で
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
ッ
プ
の
開
催

◎
楽
し
い
花
の
イ
ベ
ン
ト
や
ガ
ー
デ

　
ィ
ニ
ン
グ
な
ど
の
講
習
会
を
開
催

④
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
」
タ
ー

　
　
（
事
業
費
1
千
万
円
）

　
里
創
プ
ラ
ン
各
事
業
を
統
一
性
を

保
ち
な
が
ら
総
合
二
体
的
に
進
め

る
た
め
、
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
を
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑤
普
及
啓
発

　
　
（
事
業
費
4
百
万
円
）

　
国
内
外
に
里
創
プ
ラ
ン
の
情
報
発

信
を
行
う
た
め
小
冊
子
「
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
通
信
」
を
4
回

発
行
し
ま
す
。

◆
ス
テ
ー
ジ
整
備
事
業

①
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
6
千
万
円
）

◎
十
日
町
情
報
館
南
側
・
光
の
広
場

　
に
ア
ー
ト
作
品
の
設
置

②
川
西
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
2
億
9
千
8
百
万
円
）

◎
丘
の
テ
ラ
ス
（
な
か
ま
の
家
西
側
）

　
に
光
の
館
を
建
設
、
取
付
道
路
の

　
整
備

◎
山
の
テ
ラ
ス
（
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン

　
プ
場
）
に
コ
テ
ー
ジ
を
建
設

◎
物
語
の
道
と
し
て
遊
歩
道
を
整
備

③
津
南
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
7
千
8
百
万
円
）

◎
縄
文
展
示
体
験
館
の
展
示
設
計
及

　
び
実
施
設
計

④
中
里
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
3
千
万
円
）

◎
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
北
側
に
水
の
広

　
場
を
整
備

⑤
松
代
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
2
億
1
千
5
百
万
円
）

◎
松
代
駅
か
ら
松
代
城
に
至
る
空
間

　
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備

⑥
松
之
山
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
事
業
費
7
千
8
百
万
円
）

◎
松
口
地
区
の
森
林
内
に
森
の
広
場

　
（
第
1
期
）
を
整
備

　
　
　
　
　
（
回
答
者
1
1
9
人
）

◆
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
大

　
地
の
芸
術
祭
全
体
の
説
明
を
聞
か

　
れ
、
概
要
が
理
解
で
き
ま
し
た
か
。

騰無
　
撚
田
　
　
た

他
　
　
灘
霧
　
　
　
　
き

初
撒
講
・
　
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
5

全
な
2

◆
大
地
の
芸
術
祭
は
地
域
振
興
を
目

　
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組

　
み
方
の
手
法
と
し
て
は
ど
れ
が
良

アーティスト　　　　　わからない

だけで取　　　　　　その他8％　い
り組む　、．、　　　　　　　　　　と

2％．轟，／，　　　畳

　　　地域外ボランティア、
　　　　地域住民との協働
　　　　　　　　68％

◆
大
地
の
芸
術
祭
で
ど
ん
な
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
参
加
い
た
だ
け

　
ま
す
か
。

　
　
　
　
作

　
　
　
　
制
％

　
　
　
　
品
路

　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
詳
　
　
難
灘

　
　
　
そ
－
　
　
鱒
　
．
一
難

　
　
　
　
　
　
る
鞍
雛

　
　
　
　
　
　
誘
轍
2

　
　
　
　
　
　
掴
髭
－

　
　
　
　
　
　
参
考

◆
大
地
の
芸
術
祭
に
何
を
期
待
し
ま

　
す
か
。
（
複
数
回
答
）

その他2％

　
口

　
人
加

　
流
増
％

　
交
の
32

纐
灘
繋
雛

鐵
簸
露
麹

灘
繍
懇

…麹…難・
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教
習
所
で
免
許
を
取
得
し
た
場
合
、
免
許
取
得
費
用
の
3
分
の
2
（
限
度
額

10

万
円
以
内
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

◆
自
動
車
改
造
費
補
助

①
上
肢
、
下
肢
、
体
幹
の
機
能
に
重
度
（
1
級
、
2
級
）
の
障
害
が
あ
り
、
特

　
別
障
害
者
手
当
の
所
得
限
度
額
を
越
え
な
い
人
で
、
か
つ
就
労
等
に
伴
い
、

　
自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る
自
動
車
の
一
部
を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
歩
行
困
難
な
人
（
視
覚
障
害
者
、

　
下
肢
不
自
由
1
級
か
ぢ
4
級
・
体
幹
不
自
由
1
級
か
ら
3
級
・
心
臓
、
腎
臓
、

　
呼
吸
器
、
ぽ
う
こ
う
・
直
腸
又
は
小
腸
機
能
障
害
1
級
、
3
級
）

②
療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
看
護
の
付
き
添
い
を
必
要
と
す
る

　
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
証
票
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
駐
車
禁
止
の
場
所

に
駐
車
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
が
運
転
、
又
は
、
同
乗
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合

②
知
的
障
害
者
が
同
乗
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合

◆
N
H
K
放
送
受
信
料
の
減
免

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
で
、
福
祉
事
務
所

　
長
又
は
村
長
が
低
所
得
世
帯
と
認
め
た
場
合
↓
無
料

②
重
度
の
知
的
障
害
者
の
い
る
世
帯
で
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
↓
無
料

③
世
帯
主
が
視
覚
障
害
又
は
聴
覚
障
害
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
↓
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①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
か
ら
4
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。
但
し
、
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・
自
動
車
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ハ
ン
ド
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ア
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な
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④
世
帯
主
が
肢
体
不
自
由
1
級
又
は
2
級
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

　
↓
半
額

◆
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

①
本
人
運
転
の
場
合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
障
害

　
者

②
介
護
運
転
者
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
重
度
の
身
体
障
害
者
及
び
重
度
の
知
的

　
障
害
者

〔
内
容
〕

　
通
行
料
金
割
引
証
の
交
付
を
受
け
た
も
の
が
、
登
録
し
た
車
で
有
料
道
路
を

通
行
す
る
と
き
、
料
金
所
で
手
帳
を
提
示
し
、
割
引
証
を
渡
す
こ
と
で
通
行
料

金
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

〔
手
続
き
〕

　
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証

◆
そ
の
他
手
当

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
．
2
0
歳
未
満
の
重
度
又
は
中
度
の
心
身
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く

　
　
は
母

　
・
心
身
障
害
児
を
父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
す
る
人

②
障
害
児
福
祉
手
当

　
．
2
0
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

　
　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

③
特
別
障
害
者
手
当

　
．
2
0
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

　
　
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
、
寝
た
き

　
　
り
の
人
、
重
度
の
痴
呆
の
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

　
こ
れ
ら
の
手
当
は
、
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
但
し
、
障
害
の
内
容
及
び
程
度
に
よ
っ
て
は
請
求
し
て
も
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所
及
び
長
期

入
院
を
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
福
祉
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

平成11年4月の入札結果
工　　　事　　　名 場

，
所 工　事　費 請　　負　　業　　者

中央地区配水管布設替工事（28工区） 通り山 3，990，000円 有限会社　樋　　口　　水　　道

中央地区配水管布設替工事（29工区） 通り山 5，460，000円 大　隆建設株式　会社
中央地区配水管布設替工事（19・20工区） 田　沢 15，750，000円 中里水道工業有限会社
中央地区配水管布設替工事（1工区） 田　沢 5，670，000円 有限会社　信　　濃　　設　　備

中央地区配水管布設替工事（21・22工区） 田　沢 10，111，500円 有限会社　倉俣住宅設備
中央地区配水管布設替工事（23工区） 田　沢 10，017，000円 有限会社　富　　井　　電　　気

中央地区配水管布設替工事（24・25・26工区） 芋　沢 16，485，000円 株式会社　鈴　木　　土　建
中央地区配水管布設替工事（25・27工区） 芋　沢 16，380，000円 有限会社　倉俣住宅設備

平成11年5月10日広報なかさと11
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す
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応
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2
0
歳
以
上
の
・
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方
で
、
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濃
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、

接
す
る
機
会
が
多
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関
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お
持
ち
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⊥

◆
業
務
内
容

　
信
濃
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ま
た
は
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意
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、
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ニ
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な
ど
の
活
動
や
地
n

い
て
、
月
1
回
程
｛

だ
く
仕
事
で
す
。

◆
任
　
　
期

　
平
成
1
1
年
7
月
一 は

魚
野
川
に
関
す
る

ー
自
身
の
河
川
愛
護

地
域
の
情
報
等
に
つ

程
度
報
告
し
て
い
た

O

の
心
身
と
も
に
健
康

川
ま
た
は
魚
野
川
に

多
く
、
河
川
愛
護
に

の
方
。 繍　

藝
　
　
馨
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福
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0
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円
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6
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日
㈹
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法

　
パ
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キ
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所
、
氏
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、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
及
び
応
募
意
見
等

を
明
記
の
上
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

希
望
」
と
書
き
込
み
、
お
送
り
く
だ

さ
い
。

◆
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先
及
び
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せ
先

　
〒
9
4
0
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0
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9
8
　
長
岡
市

　
信
濃
1
1
5
－
30
　
信
濃
川
工
事

　
事
務
所
　
占
用
調
整
課
「
河
川
愛

　
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

　
盈
0
2
5
8
1
32
－
3
0
2
0

　
占
用
調
整
課
　
佐
藤
、
中
村
、
猪
俣

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

12

年
度
採
用
の
公
立
小
学
校
・
中
学

　　ゆ　
い

中島唯衣ちゃん（1歳）⑱

稔・さゆりさん夫妻の長女（堀之内）

絵本を見たり2人のお兄ちゃん

たちに遊んでもらうのが大好きな

唯衣ちゃん。ウルトラマンごっこ

をして遊んでいるお兄ちゃんたち

の影響を受けたせいかウルトラマ

ンティがが大好きになりました。

お田さんは唯衣ちゃんにのびの

びと￥いつも明るく笑顔の絶えな

い女の子なってほしいと話してい

ました。

帰りに玄関先でバイバイをして

くれた笑顔のかわいい唯衣ちゃん

でした。

十目町スポーツ少年団剣道大会兼
郡市少年剣道選手権大会結果
　　　　（H11．4．18　十日町市民体育館）
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【訂正とお詫び】　4月10日号「広報なかさと」の中で、

春の交通安全運動が展開されていると掲載しましたが、

新入学児童（園児）を悲惨な交通事故から守る運動の誤

りでした。訂正してお詫びいたします。

十目町保健所なんでも相談

多様化する保健・医療・福祉に関する地域社会の要

望に対処するため、健康または疾病に関するあらゆる

相談に無料で応じます。

◆開催日時

毎週金曜日（祝祭日、年末年始は休みます〉

午前8時30分～午後5時まで

◆相談内容

成人・老人・母子に関する相談、痴果老人の介護に

関する相談、感染症・精神・難病に関する相談など

◆場　　所　　十日町保健所

※電話相談は専用電話をご利駕ください。

　F十日町保健所テレフォン健康相談」

　　　　奮52－6015
◆聞合せ先　　十日町保健所

　　　　豊57－2400
※開催臼以外に相談があった場含磁も対応嶺たし憲す。
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駿ん夫｛小林由馨子｝干溝

購｛山田ll餅溝

｛星野正和　田　沢
根津雅美　芋　川

｛渡邊伸宏　高道山
渡邊実春　高道山

｛樋口浩幸　小　原
山田由美子　津南町

讐
瀧澤光久（63）田中

藤田正直（70）清田山

服部銀平（93）田沢

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。
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十日町織物業最低工賃が改正されました

　県内で十日町絹織物業に係る織布の業務に従事する家内労働者

に適用される最低工賃が、次のとおり改正されました。

　この最低工賃は、平成11年5月2日から適用されます。

◆十日町絹織物業に係る織布の業務
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1　1反につき右欄に掲げる金額
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今月の納税と振替目

■軽自動車税　（5月3旧）

口国保税（5月31日〉
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5目15目～6月5目＼

レンダー
15（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一ノレ　　（D11：00～11：40

17（月〉

18㈹

ポリオ生ワクチン　倉保健センター
（D14：00～14：30受付

遊びの教室　倉総合センター
①9：30～10：00受付

19㈱ 補聴器相談（リオン）倉役場（D13：45～14：00

20（：木）

21樹
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
センター　㊦13：30～16：00

成分献血　倉総合センター
㊤9：30～10：30・13：00～15：00受付

22ω 胃がん・大腸がん検診　合保健センター
①8：00～10：00受付

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（1）11：00～11：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール
（D19：30～

乳幼児身体測定・健康相談倉保健センター
09：30～11：00

24（月） 補聴器相談（キコエ）合役場（915：30～16：00

25㈹
ポリオ生ワクチン　合保健センター
（D14：00～14：30受付

胃がん・大腸がん検診　倉保健センター
①8：00～10：00受付

、26㈱ 日本脳炎　合保健センター
（D14：00～14：30受付

27（木）

28働

心配ごと相談（廣田和子）　倉ディサービス
センター　①13：30～16：00

行政相談　倉老人福祉センター
（D13：30～16：00

1歳半児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

29（土）

31（月）

1（火）

2㈱
基本健康診査・胸部検診（70歳以上）倉総合
センター09：00～10：30・13：00～14：30受付

補聴器相談（リオン）合役場（D13：45～14：00

3休）
基本健康診査・胸部検診（70歳以上）合総合
センター㊦9：00～10：30・13：00～14：30受付

4働

心配ごと相談（樋口虎治郎）　倉ディサービ
スセンター　013：30～16：00

基本健康診査・胸部検診（70歳以上）合総合
センター09：00～10：30・13：00～14：30受付

5（土）

灘磯議灘

繊叢鶴
襲鵜雛灘騰鰻難講

4目末現在（）は前目比

男3，282人（十5）
女　3，302人（十11）

計6，584人（十16）

　　1，692　（＋47）

●人ロ

●世帯数

5月のえぷろんクツキング教室

と　き5月26日㈱午前10時30分～午後1時
会　　場　東北電力㈱十日町営業所

定　　員　18名　初参加大歓迎！

参加費500円
申込先　東北電力㈱十日町営業所　智52－3107

室教気。目Eヨ

ニ＝1
一こン

　曳

ノ㍉
・i目
ジJβ

期　　間　6目から10目　5回コース（笛月1回）

開講日　6目17日㈲　午前9時30分～
講座内容　電気の墓礎知識．施設見学料理実習など

受講料1人1，500円
定　　員　20名

申込締切　5月21Eヨ箇

申込先　東北電力㈱十日町営業所　暦52－3107
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